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可視光の観測から早期型銀河は力学的に非常に一様な構造をしていることが分かっている。それにもかかわらず、
早期型銀河のX線光度は同じ可視光光度の銀河でも二桁以上の大きなばらつきを持つことが問題になっていた。X
線の観測により、X線で明るい銀河では少なくとも 100kpcにおよぶ、広がった温度の高いX線放射が存在するこ
とが発見された。一方、X線で暗い銀河ではこのような広がった放射は見られず、そのX線光度も星から質量放出
されたガスの力学的エネルギーによるものと理解することができる。
以上の結果から、X線で明るい銀河はその周囲に銀河群なみの大規模な重力ポテンシャルを持ち、その中心に存

在していると考えられる。X線で暗い銀河はそのようなポテンシャル構造を持たず、この違いがX線の明るさの差
を生む要因なのかもしれない。
本研究では、Newtonと Chandra衛星により観測された 22個の早期型銀河を各銀河の温度分布の勾配から X線

で広がった放射を持つものと持たないものに分類し、銀河に含まれる暗黒物質の量の違いをK-bandの質量-光度比
M/LK を用いて調べた。半径を各銀河の有効半径 reで規格化すると、X線で暗い銀河のM/LK の分布はどれも非
常に似た形になり、3re内では恒星の質量と同等の、6re内では恒星の 2倍の質量の暗黒物質が存在していることが
明らかになった。一方、X線で明るい銀河は 3re、6reで暗い銀河の数倍の暗黒物質を持っており、暗黒物質を多く
持つ銀河ほどX線光度が明るくなるという結果を得た。


